
【国の重要文化財指定 10 周年の「宝塚 1 号墳出土品」】

　松阪市には、光町から宝塚町にまたがる場所に“伊勢平野最大の古墳”が存在します。それが、前方後円墳という

形をした、全長 111m の「宝塚 1 号墳」です。ここでは、平成 11（1999）年 2 月から平成 14（2002）年 3

月まで発掘調査が行われました。その結果、古墳の正確な大きさや、造られた時期が今から 1600 年ほど前、5 世紀

初頭であることなど、たくさんのことが明らかになりました。

　宝塚 1 号墳の造り出しや墳丘からは、170 点の埴輪が当時の配列の全体像を良く保った状態で出土しました。こ

の埴輪の中でも、ほぼ完全な形で復元することができた船形埴輪は、船の形をした埴輪の中では日本一の大きさであ

ると同時に、唯一立体的な立ち飾りをもつものであり、美術的にもたいへん優れた造形物です。さらに、元あった場

所から転落した埴輪や土製品などの破片 101 点を付け加えた合計 271 点が、平成 18（2006）年 6 月に国の重要

文化財に指定されました（その 5 年後に、数が 276 点に変更）。つまり今年は、船形埴輪（重要文化財としての指定

名称は「埴輪船」）をはじめとする「宝塚 1 号墳出土品」が国の重要文化財に指定されてから、10 周年を迎えた年だっ

たのです。月日が経つのは早いですね。

　「宝塚 1 号墳出土品」は、松阪市民だけではなく日本国民全体の貴重な宝・財産として、後世まで大切に守り伝え

ていかなければなりません。これらは現在、松阪市文化財センターに収蔵され、その一部は当センター「はにわ館」

で公開しています。ここでは、“日本最大、唯一立体的な飾りをもつ船形埴輪”をはじめ、色々な形をした埴輪をご覧

になることができます。お近くにお越しの際は、ぜひ「はにわ館」へお立ち寄りください。お待ちしております！（担当）
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文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 12 月の催し物予定
12 月の休館日は 5日（月）、12 日（月）、19 日（月）、26 日（月）、29 日（木）～ 1月 3日（火）です。

開館時間は９：００～１７：００です。

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 2展示室　■特別展「氏郷の城と町」　　　　　　　12/4（日）まで

第 3Ｇ　　　■第 3回 嬉野フォトクラブ写真展　　 11/30（水）～ 12/4（日）

第 1Ｇ　　　■ふるさとスケッチ「風の会」展　　　12/1（木）～ 4（日）

第 2Ｇ　　　■森川久写真展「疾風の記憶　9/10」　 12/3（土）～ 4（日）

第 1Ｇ　　　■パソコンでイルミネーションの表現　12/6（火）～ 8（木）　～ 16:00　＊初日は 13:00 から

第 2Ｇ　　　■第 53 回　梅美展　　　　　　　　　　12/9（金）～ 11（日）10:00 ～　＊最終日は 15:30 まで

第 1Ｇ　　　■第 9回　こどもハニワ展　　　　　　12/10（土）～ 17（土）10:00 ～ 16:00　＊最終日は 12:00 まで

第 2・3Ｇ　　■「景観絵画展」～わたしの好きなまつさかの風景～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12/17（土）～ 18（日）　～ 16:00　＊最終日は 15:00 まで

【発行】松阪市文化財センター　【電話】0598-26-7330　【サイト】http://www.city.matsusaka.mie.jp/

【蒼穹……】

　

【ギャラリー】　入場無料　　　　　　　　　　　　＊最終日は 16:00 まで　

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　　＊入館は 16:30 まで　

　よく晴れた日、冷たく強い北西の風に何も

かもが吹き飛ばされ、蒼さだけが目に映る。

冬になると抜けるように蒼い空が広がる日が

ある。それはめったに見られないのだが、そ

の限りない蒼さに吸い込まれていきそうだ。

　冷気が頬を刺すのを忘れて立ちつくしてい

る。そんな時に「 …昼のお星は眼にみえぬ。

見えぬけれどもあるんだよ、見えぬものでもあるんだよ。… 」と、金子みすゞ（1903 年～ 30 年）が

語りだす。

　今も昔も季節の表情は変わらないと思うが、大昔の人たちは、季節ごとに移りかわる自然の様子に畏敬

の念を持って、そのありようを受け入れて生きてきた。空の蒼さや無窮の夜空、スーパームーンに感嘆の

目を見開いていたのでは……。そうした彼らの心の動きは、感性を一層に豊かなものにしてきただろう。

　さて、今を生きる私たちはどうだろう。日々、自然における不思議さに感嘆する気持ちや感性を大切に

したいと思う。

　12 月の市民ギャラリーは、市民の皆さんの写真や絵画などの展覧、園児・児童、生徒の作品展などが

あります。はにわ館は船形埴輪を中心とした常設展示です。ご来館をお待ちしています。（所長）

《国の重要文化財に指定された宝塚 1 号墳出土品 （一部）》

 ①囲形埴輪　②家形埴輪　③甲冑形埴輪　④柱状埴輪　⑤船形埴輪
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※写真①～⑤の縮尺は全て異なります。一つ一つの埴輪が実際はどれ位の大きさなのか、ぜひ「はにわ館」でご確認ください！
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※1)

※3)

※1)　「蒼穹」の意味は「青空」「大空」。　　　　　　　※2)　金子みすゞの詩「星とたんぽぽ」の中の一節。

※3)　「無窮」の意味は「極まりないこと」「無限」。

ぬ

※2)

きわ　　　　　　　　　　むげん


